
◆ 利 用 上 の 注 意
１　数値について 
(1) 
本編の名古屋市分の集計数値は農林水産省未公表の確定値であり、今後の精査により修正が加わる場合がある。
 (2)
増減率及び構成比については，四捨五入のため，総数と内訳の合計が一致しな
い場合がある。 
(3) 数値は後日（平成28年度以降）農林水産省が公表するものを確定値とする。
２　単位について 
   面積の単位を「アール（a）」から「ヘクタール（ha）」又は「平方メートル（㎡）」から「アール（a）」に換算している数値は，総数と内訳の合計が一致しない場合がある。 
３ 表中に使用した符号について 
 「0」，「0.0」… 表章単位に満たないもの （例：0.4ヘクタール→0ヘクタール）
 「－」 　　 … 事実のないもの 
 「…」      … 事実不詳又は調査を欠くもの
 「△」      … 負数又は減少したもの
「Ⅹ」      … 調査票情報を集計した結果（以下、「集計結果」という。）、3未満の調査対象者の集計結果を表示する場合に、各統計表の集計対象数計を除き、個人、法人又はその他の団体の個々の秘密に属する事項を秘匿するため、統計法第35条及び第36条による秘匿扱いとし、統計数値を公表しないもの
　　　　　　　　 なお、秘匿対象の集計結果に「－」（事実のないもの）が含まれている場合も「X」表示をすることにより秘匿する。
４ 集計数値について 
 
この調査は農林業経営体の所在地における調査のため、集計数値には名古屋市内の農林業経営体が市外に保有する経営耕地・飼養する家畜等を含み、市外の農林業経営体が市内に保有する経営耕地・飼養する家畜等は含まれない。
５ 数値の比較について 
 　2010世界農林業センサスでは、同一の世帯内で複数の者がそれぞれ独立した経営管理又は収支決算の下に、農業経営又は林業経営を行い、それぞれの経営が「農林業経営体」の規定のいずれかに該当する場合、それぞれを別の農林業経営体として調査を実施し、農林業経営体数としてカウントされていたが、2015年農林業センサスでは、調査対象者の負担軽減のため、複数の経営を有する世帯を一つの農林業経営体として調査を実施し、カウントするよう変更されたため、留意する必要がある。

